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研究紀要編集委員会規程
l. 研究紀要編集委員会は， 「研究紀要」及び「学生紀要」の編集に当たる。
2. 委員会は，委員長及び各学科より推薦された委員をもって構成する。
3. 委員会は，次に定める業務を取り扱う。
① 原稿の蒐集
② 研究活動の実績の把握
③ 編集に関する業務
研究紀要編集規程
1. 本誌は，原則として，本学専任教官の論文の発表に当て， I年 1ないし2冊に分けて
発行する。
2. 本誌には，論文のほか研究活動などの発表も含める。
3. 原稿は未公刊のものに限る。
4. 原稿は，所定の執筆要項に準拠して作成し，研究紀要編集委員会に提出する。
5. 原稿の採否・掲載l慣などは，同委員会で決定する。
6. 本誌への掲載は，特別の場合を除いて，無料とする。
7. 校正は，初校及び再校を著者校正とする。
8. 別刷は50部を著者に贈呈するが，これを越える分は著者負担とする。
執筆要項
l. 論文等の一編の長さは，原則として本誌16ページ（ 400字詰原稿用紙で約50枚相当）
とする。
2. 原稿は，所定の横書き原稿用紙に清書し提出すること。
なお，表・図に関しては，挿入箇所に行数と字数で大きさを指定の上，貼付すること。
3. 原稿執筆に当たっては，次の点に留意すること。
(1）原稿用紙1マスに 1字ずつ書くこと。句読点・かっこなどの符号類も 1字分として
扱うこと。ローマ字・数字は2字 1マス（大文字は1字1マス）の割合で書くこと。
(2）行の書き出しと改行は 1字下げて書くこと。
(3）特殊なもの以外は，新かなづかい・当用漢字・算用数字を用いること。
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(4) 字句の訂正はここ二二で消し，その上部の空白に字数を合わせて訂正字を書くこと。
(5) 原稿の段落に見出しをつける場合には，見出しに 1行（大見出しは2行）あてる乙
と。見出しの数字は， I, 1 , (1）の順とすること。
(6）外国人名・地名等の固有名詞は原語を用い，固有名詞以外は訳語で書くことを原則
とする。原語は活字体で書くこと（多く用いる場合には，タイプすること。）
(7）注は本文の最後に一括すること（後注）を原則とする。本文中の注をつける語句の
右肩に 1) 2）・・・・・の小さな数字をつけ，後注の番号と一致させること。
(8) 引用及び参考の文献は最後に「文献」として一括し，アルフ 7ベット順（又はアイ
ウエオ順）で書くこと。文献記述の形式は次のように統一すること。
番号，著（編〉者名，書（論題，名，発行所（掲載誌〕名，版（巻・号），発行（発
表〉年号
4. 表・図（写真〉の作製に当たっては，次の点に留意すること。
(1) 表・図は大き目に明瞭に書くこと。
ω表・図の番号・題名は表又は図の上部に統一して書き 番号は「表1」「図2」の
ように記入すること。
5. 論文等の表題には英文の表題をつけること。
6. 印刷の体裁等は研究紀要編集委員会に一任すること。
7. その他執筆についての疑問点は委員に聞くこと。
編集 申合せ事項
1. 同一著者の論文を二つ以上同一誌に掲載しなし、。ただし， 2人以上の共著の場合はこ
の限りでない。
2. 研究活動の公表は，一定の水準以上のものとする。その基準は，各科の関係者の意見
を聞いて定める。
※ 以上の規程・要項・申合せ事項は，昭和51年 7月6日の教授会において，改定・承認
されたものである。
